寄稿欄

俳句における時間と自我








　　　　
塩田　勉
　十月六日の第十二回大会においてポール・ハラー氏は、俳句の無時間性と没我性を強調された。ささやかな反証を挙げさせていただいたが、拙い英語と時間的制約のために言い足りなかった事柄を書いてみたい。まず俳句の時間・歴史性の例。

　私が挙げたのは、蕪村の「御手討の夫婦なりしを eq \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ころもがえ),更衣)」である。不義はご法度、発覚すれば、手討ちにされた江戸時代、駆け落ちをして何十年か経た男女が、衣更えの季節を迎えている、そういうストーリーがこの句には畳み込まれている。

　十七文字の内に、そうした歳月の流れを封じ込めた句には次のようなものもある。

　「郵便夫少年期すぎつゝじ燃ゆ」（佳子）

　「来しかたや馬酔木咲く野の日のひかり」（秋桜子）

　「くらがりに歳月を負ふ冬帽子」（夜潮）

　「死は一瞬遺りし父母に秋幾度」（蓼汀）

　「父とわれありしごとくに子と端居」（桜坡子）

さらにゆっくり流れる歴史意識を写した句も見出される。

　「降る雪や明治は遠くなりにけり」（草田男）

　「炭つぐや静かなる夜も世は移る」（播水）

　「生きかはり死にかはりして打つ田かな」（鬼城）

　西鶴の「暮れてゆく時雨霜月師走かな」「ことしもまた梅見て桜藤もみぢ」は、駆け抜ける歳月、「鶏頭の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ほうはい),澎湃)として四十過ぐ」（波郷）は、煮詰まる濃密な瞬間、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はじめ),元)の「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(さえずり),囀)やピアノの上の薄埃」は、うららかに流れる時、楸邨の「パン種の生きてふくらむ夜の霜」も静にすぎる時間、「万歳万歳で送られてしまって暗いどぶがにおっている」（一石路）や、「麦秋の中なるが悲し聖廃虚」（秋桜子、浦上天主堂にて）などは、戦時の狂気とその後の歳月を振った時間が記されている。俳句は、そういう意味で濃縮された時間芸術である。

　次に「自我」の句を列挙する。「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(めうがじる),茗荷汁)にうつりて淋し己が顔」（鬼城）、「きさらぎの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しゅびん),溲瓶)つめたく病みにけり」（草城）、「芥子咲けばまぬがれがたく病みにけり」（たかし）、「めでたさも中位なりおらが春」（一茶）、「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はくたう),白桃)のかくれし疵の吾にもあり」（翔）、「己にて絶ゆる血筋や墓参り」（寸七翁）、「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(うきくさ),萍)のわが屍を蔽ふべく」（鷹女）、「冬の蠅わが喀きし血に溺れたり」（秩父）、「わが死後へわが飲む梅酒遺したし」（波郷）、「旅に病んで夢は枯野をかけめぐる」（芭蕉）、「どうしようもないわたしが歩いている」「わが手わが足われにあたたかく寝る」（両句、山頭火）、「鮟鱇もわが身の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ごふ),業)も煮ゆるかな」（万太郎）、「かなしめば鵙金色の日を負ひ来」（楸邨）、「葱を買ふおのれいつかはひとり死ぬ」（暁水）など運命を予感した深刻な句が多いが、「痩せがえる負けるな一茶ここにあり」（一茶）や「虚子一人銀河と共に西へ行く」（虚子）のように、自分の名前を客観視している例もある。一人称が読み込まれている例が多いが、そうでなくても疑いようなく詠み手のことだと分かる句はいくらでもある。「夏痩せて嫌ひなものは嫌ひなり」「初嵐して人の機嫌はとれませぬ」（鷹女）、「うらやまし思い切る時猫の恋」（越央子）のように。俳句にも、けっこう、自我を顕示する例があるように思う。

